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  （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等については記載しておりま
せん。 

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。 
３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお
りません。 

第一部【企業情報】 
第１【企業の概況】 
１【主要な経営指標等の推移】 

回次 
第53期 

第２四半期連結 
累計期間 

第54期 
第２四半期連結 
累計期間 

第53期 

会計期間 自平成23年４月１日 
至平成23年９月30日 

自平成24年４月１日 
至平成24年９月30日 

自平成23年４月１日 
至平成24年３月31日 

売上高（千円）  8,859,955  9,218,323  18,228,422

経常利益（千円）  1,081,916  1,075,125  1,979,481

四半期（当期）純利益（千円）  645,401  652,068  1,133,319

四半期包括利益又は包括利益 
（千円） 

 567,695  624,688  1,097,134

純資産額（千円）  20,553,037  21,435,391  21,083,106

総資産額（千円）  25,843,040  27,181,981  26,740,016

１株当たり四半期（当期）純利益
金額（円） 

 52.22  52.76  91.69

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額（円） 

 －  －  －

自己資本比率（％）  79.2  78.5  78.5

営業活動による 
キャッシュ・フロー（千円） 

 910,673  1,446,431  1,504,893

投資活動による 
キャッシュ・フロー（千円） 

 △232,398  △255,233  △451,219

財務活動による 
キャッシュ・フロー（千円） 

 △271,505  △272,881  △271,725

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高（千円） 

 10,379,395  11,712,765  10,752,335

回次 
第53期 

第２四半期連結 
会計期間 

第54期 
第２四半期連結 
会計期間 

会計期間 自平成23年７月１日 
至平成23年９月30日 

自平成24年７月１日 
至平成24年９月30日 

１株当たり四半期純利益金額 
（円） 

 33.12  32.82

6824/2013年-2-



  当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要
な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

２【事業の内容】 
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  当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 
  また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が
判断したものです。 

(1）業績の状況 
  当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災復興事業を背景として緩やかに回復しつつあり、雇
用情勢も、依然として厳しさが残るものの改善の動きが見られました。しかしながら、欧州等、対外経済環境
を巡る不確実性が高く、景気の回復は弱めの動きで推移いたしました。 
  このような環境の中、当社グループは、独自のガスセンサ技術を活かした家庭用ガス警報器、工業用定置式
ガス検知警報器、携帯用ガス検知器、さらには住宅用火災警報器の開発から、ニオイセンサを応用した火災予
知、医療分野、室内の空気質検知など、保安・安全のフィールドから快適環境づくりのフィールドへと、安全
で快適な環境づくりに貢献するために、高性能・高品質な商品の開発に取り組んでおります。 
  また、お客さまの視点に立った新商品の開発に注力、営業・サービス体制及び品質管理体制を強化し、より
効率的な事業を行うため、本部制への組織変更を行いました。 
  従来の西日本支社の管轄を新たに中部支社、関西支社、九州・中国支社の３つに分割し、東日本支社とあわ
せた４支社制とすることで、効率的な営業活動と合わせ、お客さま満足度のより一層の向上できる体制といた
しました。 
  その結果、売上高は92億１千８百万円（前年同四半期比4.0％増）となりました。利益につきましては、経
常利益は10億７千５百万円（前年同四半期比0.6％減）となりました。また、四半期純利益は６億５千２百万
円（前年同四半期比1.0％増）となりました。 

  当第２四半期連結会計期間の財政状態について、総資産は、前連結会計年度に比べ４億４千１百万円増加し
て271億８千１百万円（前期末比1.7％増）となりました。 
  これは主に、受取手形及び売掛金の減少５億８千８百万円、投資有価証券の減少９千２百万円があったもの
の、現金及び預金の増加９億６千万円、たな卸資産の増加１億２千６百万円によるものです。 
  負債は、前連結会計年度に比べ８千９百万円増加して57億４千６百万円（前期末比1.6％増）となりまし
た。 
  これは主に、支払手形及び買掛金の増加２億５千８百万円、賞与引当金の増加１億２千９百万円によるもの
です。 
  純資産は、前連結会計年度に比べ３億５千２百万円増加して214億３千５百万円（前期末比1.7％増）となり
ました。 
  これは主に、その他有価証券評価差額金の減少３千４百万円があったものの、利益剰余金の増加３億８千万
円によるものであります。 
  この結果、自己資本比率は、78.5％となりました。 

  当社グループの事業は、ガス警報器事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載の代わりに商
品別概況を記載いたしております。 
  当社グループの商品別概況は、次のとおりであります。 
①家庭用ガス警報器 
都市ガス用につきましては、業務用ＣＯ警報器の需要が堅調に推移したため、売上高は45億４千８百万円
（前年同四半期比4.9％増）となりました。 

②工業用定置式ガス検知警報器 
電力業界及びＬＰガス業界向け可燃性ガス検知警報器の更新需要が順調に推移したため、売上高は24億９
千２百万円（前年同四半期比1.1％増）となりました。 

③業務用携帯型ガス検知器 
都市ガス業界及びＬＰガス業界向け可燃性ガス検知器の需要が好調に推移したため、売上高は20億３千６

第２【事業の状況】 
１【事業等のリスク】 

２【経営上の重要な契約等】 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 
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百万円（前年同四半期比5.1％増）となりました。 

(2）キャッシュ・フローの状況 
  当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、投資活動及び財務活
動において減少したものの、営業活動において増加し、前連結会計年度末に比べ９億６千万円（8.9％増）増
加して117億１千２百万円となりました。 

  当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
  営業活動の結果得られた資金は、14億４千６百万円（前年同四半期比58.8％増）となりました。 
  これは主に、法人税等の支払額４億１百万円及びたな卸資産の増加１億２千５百万円があったものの、
税金等調整前四半期純利益10億５千４百万円及び売上債権の減少６億１千万円、仕入債務の増加２億１千
５百万円、減価償却費１億８千７百万円によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
  投資活動の結果流出した資金は、２億５千５百万円（前年同四半期比9.8％増）となりました。 
  これは主に、有形固定資産の取得による支出１億９千５百万円、無形固定資産の取得による支出２千４
百万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
  財務活動の結果流出した資金は、２億７千２百万円（前年同四半期比0.5％増）となりました。 
  これは、配当金の支払いによるものであります。 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 
  当第２四半期連結累計期間において当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

(4）研究開発活動 
  当第２四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、８億９百万円（売上高比
8.8％）となりました。 
  なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況等に重要な変更はございま
せん。 

  当第２四半期連結累計期間の主な研究成果は、次のとおりであります。 
①家庭用ガス警報器 
・従来品と比べ消費電力を約１／２に抑え、薄型でスマートなデザインを実現したＬＰガス用ガス警報器を
開発しました。 
・流れるようなランプ点灯と音声でわかりやすく警報をお知らせする、住宅用火災（煙式）・ＣＯ警報器を
開発しました。 

②工業用定置式ガス検知警報器 
・一般社団法人日本冷凍空調工業会の自主規格に対応した、空調設備から漏れ出た代替フロンを検知するフ
ロンガス警報器を開発しました。 

③業務用携帯型ガス検知器 
・単３形アルカリ乾電池２本で従来品と比べ約50倍の約8,000時間連続使用が可能となった、投げ込み式の
デジタル酸素濃度計を開発しました。 

④その他 
・酸化セリウム系高感度ガスセンサを搭載し、測定時間を２／３に短縮した歯科医院向けの口臭測定器を開
発しました。 
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

  該当事項はありません。 

  該当事項はありません。 

  該当事項はありません。 

第３【提出会社の状況】 
１【株式等の状況】 
（１）【株式の総数等】 

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  50,000,000

計  50,000,000

種類 
第２四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成24年９月30日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成24年11月９日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式  12,561,000  12,561,000

大阪証券取引所 
ＪＡＳＤＡＱ 
（スタンダード） 

単元株式数100株 

計  12,561,000  12,561,000 － － 

（２）【新株予約権等の状況】 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

（４）【ライツプランの内容】 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

年月日 
発行済株式 
総数増減数 
（千株） 

発行済株式 
総数残高 
（千株） 

資本金増減
額（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金 
増減額 
（千円） 

資本準備金 
残高 
（千円） 

平成24年７月１日～ 
平成24年９月30日 

 －  12,561  －  1,460,000  －  934,443
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（６）【大株主の状況】 

  平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所 所有株式数 
（千株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

 岩谷産業株式会社  大阪市中央区本町3-6-4  2,026  16.13

 笠原  美都子  神戸市東灘区  685  5.46

 日本マスタートラスト信託銀行株式
会社（退職給付信託岩谷産業口） 

 東京都港区浜松町2-11-3  555  4.42

 八田  正  兵庫県尼崎市  509  4.06

 新コスモス電機従業員持株会  大阪市淀川区三津屋中2-5-4  495  3.95

 新コスモス電機取引先持株会  大阪市淀川区三津屋中2-5-4  487  3.88

 大阪瓦斯株式会社  大阪市中央区平野町4-1-2  442  3.52

 柴田  芳市  相模原市中央区  433  3.45

 第一生命保険株式会社 
 （常任代理人  資産管理サービス信
託銀行株式会社） 

 東京都中央区晴海1-8-12 
 晴海アイランドトリトンスクエアオフ
ィスタワーＺ棟 

 385  3.07

 竹内  傳治  大阪府八尾市  370  2.95

計 －  6,391  50.88
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①【発行済株式】 

②【自己株式等】 

該当事項はありません。 

（７）【議決権の状況】 

  平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 
（自己保有株式） 

 200,800
－ － 

完全議決権株式（その他） 普通株式    12,359,200  123,592 － 

単元未満株式 普通株式          1,000 － － 

発行済株式総数  12,561,000 － － 

総株主の議決権 －  123,592 － 

  平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％) 

（自己保有株式） 
新コスモス電機株式会社 

大阪市淀川区三津屋中
２丁目５番４号 

 200,800  －  200,800  1.6

計 －  200,800  －  200,800  1.6

２【役員の状況】 
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 
  当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣
府令第64号）に基づいて作成しております。 

２．監査証明について 
  当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平
成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連
結財務諸表について、神明監査法人及び協立監査法人による四半期レビューを受けております。 

第４【経理の状況】 
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   
流動資産   
現金及び預金 10,862,335 11,822,765 
受取手形及び売掛金 ※2  6,277,677 ※2  5,688,809 

商品及び製品 821,017 1,015,447 
仕掛品 1,385,623 1,291,011 
原材料及び貯蔵品 988,487 1,014,952 
繰延税金資産 399,958 401,309 
その他 116,218 166,538 
貸倒引当金 △293,345 △320,020 

流動資産合計 20,557,974 21,080,813 
固定資産   
有形固定資産   
建物及び構築物（純額） 597,052 573,649 
機械装置及び運搬具（純額） 172,133 160,947 
土地 2,281,198 2,281,198 
建設仮勘定 15,108 14,387 
その他（純額） 332,496 326,773 
有形固定資産合計 3,397,989 3,356,956 

無形固定資産   
ソフトウエア 93,263 94,839 
その他 33,059 35,339 
無形固定資産合計 126,322 130,178 

投資その他の資産   
投資有価証券 1,778,445 1,686,131 
繰延税金資産 407,201 426,188 
その他 477,374 507,037 
貸倒引当金 △5,291 △5,324 

投資その他の資産合計 2,657,730 2,614,032 

固定資産合計 6,182,042 6,101,167 

資産合計 26,740,016 27,181,981 
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

負債の部   
流動負債   
支払手形及び買掛金 ※2  2,466,776 ※2  2,725,379 

未払法人税等 417,121 399,981 
賞与引当金 333,678 462,702 
製品保証引当金 182,900 154,591 
その他 1,007,869 713,854 
流動負債合計 4,408,345 4,456,509 

固定負債   
退職給付引当金 1,092,677 1,126,165 
役員退職慰労引当金 155,887 163,915 
固定負債合計 1,248,564 1,290,080 

負債合計 5,656,910 5,746,590 

純資産の部   
株主資本   
資本金 1,460,000 1,460,000 
資本剰余金 934,443 934,443 
利益剰余金 18,810,469 19,190,614 
自己株式 △285,737 △285,737 

株主資本合計 20,919,176 21,299,320 

その他の包括利益累計額   
その他有価証券評価差額金 96,406 61,413 
為替換算調整勘定 △30,661 △26,303 

その他の包括利益累計額合計 65,745 35,109 
少数株主持分 98,184 100,960 
純資産合計 21,083,106 21,435,391 

負債純資産合計 26,740,016 27,181,981 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 8,859,955 9,218,323 
売上原価 4,834,340 5,035,115 
売上総利益 4,025,614 4,183,207 
販売費及び一般管理費 ※  2,976,349 ※  3,139,545 

営業利益 1,049,265 1,043,662 

営業外収益   
受取利息 4,257 3,839 
受取配当金 17,213 17,130 
その他 20,606 16,291 
営業外収益合計 42,078 37,261 

営業外費用   
為替差損 6,854 4,212 
その他 2,572 1,585 
営業外費用合計 9,427 5,797 

経常利益 1,081,916 1,075,125 
特別利益   
固定資産売却益 － 20 
抱合せ株式消滅差益 － 4,733 

特別利益合計 － 4,754 

特別損失   
固定資産除却損 184 239 
固定資産売却損 3 － 
役員退職慰労金 267 － 
投資有価証券評価損 7,841 25,507 
特別損失合計 8,296 25,747 

税金等調整前四半期純利益 1,073,619 1,054,133 

法人税等 425,461 398,808 
少数株主損益調整前四半期純利益 648,158 655,324 
少数株主利益 2,756 3,256 
四半期純利益 645,401 652,068 
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 648,158 655,324 
その他の包括利益   
その他有価証券評価差額金 △82,194 △34,993 
為替換算調整勘定 1,731 4,357 

その他の包括利益合計 △80,462 △30,636 

四半期包括利益 567,695 624,688 
（内訳）   
親会社株主に係る四半期包括利益 564,938 621,432 
少数株主に係る四半期包括利益 2,756 3,256 
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   
税金等調整前四半期純利益 1,073,619 1,054,133 
減価償却費 192,022 187,166 
有形固定資産除売却損益（△は益） 188 218 
投資有価証券評価損益（△は益） 7,841 25,507 
抱合せ株式消滅差損益（△は益） － △4,733 
貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,372 26,708 
賞与引当金の増減額（△は減少） 93,249 129,024 
製品保証引当金の増減額（△は減少） △12,678 △28,308 
退職給付引当金の増減額（△は減少） 27,952 33,488 
役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,545 8,028 
受取利息及び受取配当金 △21,471 △20,969 
売上債権の増減額（△は増加） 556,662 610,413 
たな卸資産の増減額（△は増加） △545,625 △125,251 
仕入債務の増減額（△は減少） 66,202 215,679 
その他 △130,213 △284,003 

小計 1,310,923 1,827,100 
利息及び配当金の受取額 21,050 20,604 
法人税等の支払額 △421,299 △401,273 

営業活動によるキャッシュ・フロー 910,673 1,446,431 
投資活動によるキャッシュ・フロー   
有形固定資産の取得による支出 △164,718 △195,517 
有形固定資産の売却による収入 380 21 
無形固定資産の取得による支出 △26,051 △24,866 
投資有価証券の取得による支出 △30,138 △3,640 
貸付けによる支出 － △26,186 
その他 △11,869 △5,043 

投資活動によるキャッシュ・フロー △232,398 △255,233 

財務活動によるキャッシュ・フロー   
配当金の支払額 △271,025 △272,401 
少数株主への配当金の支払額 △480 △480 

財務活動によるキャッシュ・フロー △271,505 △272,881 

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,527 3,638 
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 408,298 921,954 
現金及び現金同等物の期首残高 9,971,096 10,752,335 
合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 38,475 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  10,379,395 ※  11,712,765 
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（減価償却方法の変更） 
  当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に
取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 
  これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

（税金費用の計算） 
  税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計
適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

【会計方針の変更】 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 
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１ 偶発債務 
債務保証 
以下の組合及び会社の金融機関からの借入に対し債務保証を行っております。 

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形 
  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。 
  なお、当四半期連結会計期間の末日は金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形
が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。 

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。 

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に記載されている科目の金額との関係 

【注記事項】 
（四半期連結貸借対照表関係） 

  
前連結会計年度 

（平成24年３月31日） 
当第２四半期連結会計期間 
（平成24年９月30日） 

  

尼崎武庫川工業団地協同組合 52,314千円 45,918千円   

Bionics Instrument Europe B.V. 
（ ユーロ） 450,000 49,410千円 45,108千円   

計 101,724千円 91,026千円   

  
前連結会計年度 

（平成24年３月31日） 
当第２四半期連結会計期間 
（平成24年９月30日） 

  

受取手形 298,612千円 370,152千円   

支払手形 64,099千円 67,404千円   

（四半期連結損益計算書関係） 

  
前第２四半期連結累計期間 
（自  平成23年４月１日 
至  平成23年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自  平成24年４月１日 
至  平成24年９月30日） 

  

給料及び手当 850,231千円 881,384千円   

役員報酬 97,685千円 98,748千円   

賞与引当金繰入額 233,628千円 253,840千円   

退職給付費用 90,620千円 96,057千円   

役員退職慰労引当金繰入額 10,278千円 8,028千円   

試験研究費 611,420千円 652,010千円   

減価償却費 34,235千円 31,271千円   

貸倒引当金繰入額 －千円 26,708千円   

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

  
前第２四半期連結累計期間 
（自  平成23年４月１日 
至  平成23年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自  平成24年４月１日 
至  平成24年９月30日） 

  

現金及び預金       

現金及び預金勘定 10,489,395千円 11,822,765千円   

預入期間が３カ月を超える定期預金等 △110,000千円 △110,000千円   

現金及び現金同等物 10,379,395千円 11,712,765千円   
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Ⅰ  前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日） 
配当支払額 

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日） 
配当支払額 

（株主資本等関係） 

  
  
（決議） 

株式の種類 配当金の総額 （千円） 

１株当た
り配当額
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日 
定時株主総会 

普通株式  271,923  22 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金 

  
  
（決議） 

株式の種類 配当金の総額 （千円） 

１株当た
り配当額
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月28日 
定時株主総会 

普通株式  271,923  22 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金 
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前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日  至平成23年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間
（自平成24年４月１日  至平成24年９月30日） 
当社グループの事業は、ガス警報器事業の単一セグメントでありますので、記載を省略いたしておりま
す。 

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

該当事項はありません。 

  該当事項はありません。 

（セグメント情報等） 
【セグメント情報】 

（１株当たり情報） 

  
前第２四半期連結累計期間 
（自  平成23年４月１日 
至  平成23年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自  平成24年４月１日 
至  平成24年９月30日） 

(1）１株当たり四半期純利益金額 円 銭 52 22 円 銭 52 76

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額（千円）  645,401  652,068

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円）  645,401  652,068

普通株式の期中平均株式数（千株）  12,360  12,360

（重要な後発事象） 

２【その他】 
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  該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】 
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  私どもは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている新コスモス電機株式
会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から
平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連
結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャ
ッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。 
  
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 
  経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結
財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸
表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 
  
監査人の責任 
  私どもの責任は、私どもが実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を
表明することにある。私どもは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期
レビューを行った。 
  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と
認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 
  私どもは、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 
  
監査人の結論 
  私どもが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、新コスモス電機株式会社及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財
政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 
  
利害関係 
  会社と私ども両監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  
以  上 

  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成24年11月８日

新コスモス電機株式会社 

取締役会  御中 

神明監査法人 

  代表社員 
業務執行社員   公認会計士 古村  永子郎    印 

協立監査法人 

  代表社員 
業務執行社員   公認会計士 朝田  潔    印 

  （注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期
報告書提出会社）が別途保管している。 

  ２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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